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問題

型行列 の積を計算する プログラムを作れ。
そして、 種の行列の組み合わせで計算した平均計算時間をできるだけ
短縮せよ。

解答
プログラムの説明

このプログラムはホームページのものを参考にした。
その中で使った技術は、ループ変換、ループのアンローリング、ブロック
化法、内積化である。
ループ変換では、 が最速であったのでこれを用いた。
ループのアンローリングでは２重または３重ループで用いた。このとき、
２重ループでは内のループで１０飛ばし、外では４飛ばした。また、３重
ループでは一番外のループはそのまま、内は１０飛ばし、外は５飛ばしに
した。
ブロック化法では、キャッシュの有効範囲を考え、１００ずつ処理をさせ
た。
コンパイル時には、最高速化するオプションとして、 ～ を用い
た。

作成したプログラム











実行結果は、１２回行ったものの中で最小値と最大値を除いた１０回分
で平均を取る。
実行環境は

Ⅲ

である。

　　　　　 　　
　 　

　　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　

　　 　



考察

ホームページのプログラムをそのままで実行（最高速化オプションでコ
ンパイル）すると、 秒台だった。
これを速くするためにまず行ったのは、もとのプログラムではブロック化
して計算するのに、関数を呼び出していたが、この処理を 関数
の中でやらせた。また、 の初期化を違う関数内でやら
せた。１秒ほど縮まった。
次に、アンローリングをほどこした。これでは２秒ほど縮まった。
ループの変換では の順をいろいろと試し、上記のような順にした
が、それほど大きな差はなかった。大きく効いたのは、やはりコンパイル
オプションであった。つぎに、ブロック化、アンローリングだったと思わ
れる。


